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令和６年１月オレンジ勉強会

後遺障害申請（被害者請求）の準備について

令和６年１月１６日

事務 ジャマン なるみ

１ 後遺障害申請の被害者請求における主な送付書類（資料１）★は自賠責保険請求書

類セットにあるもの

① 支払請求書★

② 事故発生状況報告書★

③ 委任状★

④ 依頼者の印鑑証明書（取得から３か月以内）

⑤ 交通事故証明書

⑥ 診断書、診療報酬明細

⑦ 弁護士の印鑑証明書

⑧ 後遺障害診断書

⑨ 病院からの画像データ（ＭＲＩやＣＴスキャン、レントゲン等）

２ 流れ

( ) 事前に依頼者に依頼する1

ア 後遺障害診断書（⑧）や画像データ（⑨）の取得

依頼者が病院に行ったときに、後遺障害診断書（⑧）を取得してもらう。この

とき、その病院で画像データ（⑨）もあれば、取り寄せてもらうように依頼する

と望ましい。あわせてこれらの領収書も送ってもらう（後遺障害が認定された場

合、損害として相手方へ請求するため 。）

その他に通院した病院があり、それらの病院でも画像データがある場合、依頼

者に取得していただくか、オレンジ法律事務所（以下 「オレンジ」という 」で、 。

取得する（( )のエ参照 。画像データの有無は、診療報酬明細や病院への電話で3 ）

確認する。

イ 病院への同意書への署名、捺印（資料２）

オレンジが、病院から、診断書、診療報酬明細（⑥）や病院からの画像データ

（⑨）等を取得することになったときには、病院に依頼者が署名等をした同意書
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を提出する必要があるので、備えとして、事前に準備しておくとよい。

( ) 自賠責保険請求書類セットの取寄せ2

相手方自賠責保険会社に電話して取り寄せる（１週間程度で届く 。）

よく取り寄せる自賠責保険会社とそれらの連絡先は以下のとおり。

ア あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

オレンジの最寄りのＳＣである、さいたま第一ＳＣ（ ）048-855-5981

イ 損害保険ジャパン株式会社

自賠責保険金サービス第一課（ ）03-3349-3390

ウ 東京海上日動火災保険株式会社

名古屋の自賠責請求センター（ ）052-201-9833

（以前までのさいたまの自賠責の窓口は閉鎖され、名古屋で一括対応している ）。

エ ＪＡ共済（全国共済農業協同組合連合会）

埼玉県共済農協連合会（ ）048-649-3239

( ) オレンジで取得（※一部依頼者に取得してもらう場合もあるが、基本的にはオレ3

ンジで取得）

ア 交通事故証明書（⑤ （１０日程度で届く））

(ア) 交通事故証明書申し込み用紙（警察署にある）の払込取扱票に必要事項を

記入の上、ゆうちょＡＴＭで自動車安全運転センターに振り込む。証明書交付

手数料は、令和４年４月からは、１件につき８００円。

(イ) 自動車安全運転センターに、委任状をＦＡＸする。

イ 診断書、診療報酬明細（⑥）

（相手方が任意保険会社に加入している場合 ）相手方保険会社が保管している、

分は、相手方保険会社から送付してもらう。

不足分は、オレンジから各病院に取り寄せる。このとき、前記同意書が必要。

ウ 弁護士の印鑑証明書（⑦ （２日程度で届く））

埼玉弁護士会にＦＡＸで申請する。

エ 病院からの画像データ（⑨ （早くて３週間程度で届く））

依頼者が通院したすべての病院について、ＭＲＩやＣＴスキャン、レントゲン

、 。 。等を撮っているかを確認し すべての画像データを取得する 前記同意書が必要

後遺障害申請時に、画像データが足りなかった場合は、自賠責調査事務所から、

取り寄せるよう連絡の書面が届く。
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病院へは、同意書と返信用封筒の送付のみでよい。誰のどの期間についての何

がほしいのかを送付書に明記する必要がある。送付前に病院に連絡しておくとよ

い。

( ) 依頼者に送付（返送まで１週間程度）4

ア 支払請求書（① （記載の口座情報の記入してもらう ）） 。

イ 事故発生状況報告書（② （記載の内容の確認をしてもらう ）） 。

ウ 委任状（③）

エ 依頼者の印鑑証明書（取得から３か月以内 （④）とその領収書）

( ) 自賠責保険会社へ郵送。5

※郵送後、依頼者や当方保険会社に、自賠責保険会社に後遺障害申請をしたことを

報告する。

（添付資料）※省略

資料１ 請求書類確認チェックリスト兼送付書（東京海上日動火災保険株式会社）

資料２ 同意書


